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「
特
別
定
額
給
付
金
」に
便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意
！

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
毎
週
木
曜
日

と
第
３
金
曜
日
は
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応
）

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
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消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

●
役
場
を
名
乗
る
電
話
で
、
給
付
金
の
申
請
に

必
要
と
な
る
の
で
、
銀
行
口
座
の
番
号
と
暗
証

番
号
を
教
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

●
給
付
の
代
行
を
装
う
サ
イ
ト
か
ら
、
サ
イ
ト

費
用
と
事
務
手
続
費
用
を
振
り
込
む
よ
う
に
言

わ
れ
た
。

相談事例
◆
通
帳
や
口
座
番
号
、
暗
証
番
号
を
聞
き
出
す

の
は
詐
欺
で
す
。

◆
役
場
が
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
の
振
り
込

み
を
求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

アドバイス

花は
な
び
ら弁

の
舞
へ
る
山や
ま
が家

の
深ふ
か
び
さ
し廂�

渡
部
　
洋
三

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
唱
歌
長の
ど
か閑
な
り�

菊
池
　
明
美

正
直
に
伸
び
て
真
つ
直
ぐ
葱ね
ぎ
ぼ
う
ず

坊
主�

大
西
　
一
教

燕
来
る
一
直
線
に
巣
を
め
が
け�

佐
々
木
美
知
恵

の
ど
け
し
や
山
の
学
校
椅
子
五
つ�

篠
崎
　
伶
子

旧
道
の
低
き
町
並
燕
来
る�

長
曽
我
部
弓
子

水み
ず
か
さ嵩
の
上
が
る
川
岸
糸
柳�

中
岡
セ
ツ
コ

畦う
ね
立
て
る
春し
ゅ
ん
こ
う耕の
腕
狂
ひ
な
し�
長
戸
ふ
じ
子

今
年
ま
た
古
巣
に
来
た
る
つ
ば
く
ら
め�
沼
田
　
千
寿

燕
来
る
知
る
人
ぞ
知
る
カ
レ
ー
店�

野
村
タ
カ
子

蝶
々
や
畑
一
面
の
日
の
光�

葊
末
　
榮
子

紫し
も
く
れ
ん

木
蓮
映
し
て
昏く
ら
き
水
の
面お
も�

福
岡
い
つ
子

笑
み
な
が
ら
老
女
の
見
せ
る
雛ひ
な
の
家�

福
岡
　
繁
平

透
き
と
ほ
る
水
に
挿
し
た
る
薔ば

ら薇
真
赤�

松
林
　
静
子

囀さ
え
ずり

と
暮
ら
す
陶
園
歳
忘
れ�

宮
内
か
よ
子

春
時し
ぐ
れ雨
天
主
閣
よ
り
県
庁
へ�

宮
田
　
弘
道

周
遊
を
夢
見
み
る
ば
か
り
花
便
り�

向
井
　
章
子

苗
木
市
選す
ぐ

る
ひ
と
と
き
の
至
福
か
な�

向
井
　
初
子

軒
借
り
に
今
日
か
明
日
か
と
待
つ
燕�

森
　
　
安
子

灯
し
火
が
ぐ
ら
ぐ
ら
亡ぼ
う
け
い兄

は
何
望
む�

松
﨑
奈
津
栄

良
い
予
感
判
が
真
っ
直
ぐ
押
せ
た
朝�

松
﨑
　
春
子

新
し
い
ペ
ー
ジ
に
春
を
綴つ
づ
ろ
う
か�

石
井
ひ
ろ
み

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
ぼ
く
も
大
地
の
一
部
で
す�

田
中
　
貞
美

ツ
ー
カ
ー
の
息
が
乱
れ
る
物
思
い�

石
手
　
孝
子

答
え
は
出
な
い
今
日
の
紫あ
じ
さ
い
陽
花
は
青�

斉
藤
美
恵
子

コ
ロ
ナ
と
の
戦
火
は
神
の
戒い
ま
しめ
か�

高
畑
　
俊
正

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
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ツ
係
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俳
句

川
柳

砥
　
部
　
句
　
会

川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

町 

の 

文 

化 

財

千せ

り里
城じ
ょ
う
し址

（
町
指
定
史
跡
）

佐さ

じ

え

も

ん

治
右
衛
門
の
墓
（
町
指
定
史
跡
）

　連続で曲
く る わ

輪を設けた連
れんかくしき

郭式の
城で、大森（後、平岡）氏の居
城といわれている。徳川幕府の
一国一城令によって城の役割を
終えた。

　砥部騒動を率いたとして1742
（寛保２）年に処刑された川登村
組頭・佐治右衛門の墓。劣化が
少なく戒名が「白幽露散信士」
と明瞭である。


